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ふるさとスケッチ No.72

新年を迎えました。今年も色々な仕事にチャレンジしたいと思います。

山茶花の花言葉は『困難に打ち勝つ』。一歩一歩、人として成長できますように。

そして、大空を舞う凧のように上昇できますように。そんな思いを込めました。

1
2023

ニューノーマル時代の阿南商工会議所へ

新春のご挨拶

第52回徳島県商工会議所議員大会

阿南“秋の祭典”開催

補助金案内のお知らせ

餃子のケンちゃん“餃子に込められた思い”
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見出し一部抜粋
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令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
商
工
会
議
所
の
各
般
に
わ
た

る
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な
る

ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
11
月
１
日
の
当
商
工
会
議

所
第
23
期
と
な
る
役
員
改
選
に
伴
う
臨
時

議
員
総
会
に
お
い
て
、
会
頭
に
再
任
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
同
時
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
３
名
の
副
会
頭
・
専
務
理
事
と

伴
に
、
役
員
・
議
員
・
会
員
・
職
員
の
皆

様
方
の
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
心
を
一
つ
に
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域

の
振
興
と
発
展
の
た
め
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
年
近
く
に
渡
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
継
続
す
る
中
、
感

染
第
６
波
・
第
７
波
・
第
８
波
の
襲
来
を

受
け
、
２
月
に
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事

会
常
任
理
事
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
興
り
、
そ
れ
に
伴
う
原

油
・
天
然
ガ
ス
の
高
騰
、
さ
ら
に
は
原
材

料
・
農
産
物
価
格
の
高
騰
に
よ
る
悪
い
イ

ン
フ
レ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
11
月

に
は
、
中
国
に
お
い
て
抗
議
活
動
が
各
地

で
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ

政
策
の
一
部
見
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る

中
、
世
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
核

で
あ
る
中
国
経
済
の
動
向
も
増
々
目
が
離

せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
管
内
企
業
へ
の
影

響
が
見
通
せ
な
い
状
勢
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
管
内
企
業
へ

の
影
響
緩
和
の
た
め
的
確
な
情
報
提
供
と

伴
に
、
経
営
・
金
融
相
談
な
ど
積
極
的
な

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
阿
南
市
創
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
国
・
県
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
支
援
事
業
を
含
め
、
事
業
復
活
支

援
金
・
徳
島
県
事
業
継
続
応
援
金
・
も
の

つ
く
り
補
助
金
・
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
・
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
・
事
業
再
構

築
補
助
金
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
持
続
的
発
展

計
画
事
業
・
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
に
伴
う
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
商
工
会
議
所
活
動
の
根
幹
で
あ

る
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
部
会
・
各

委
員
会
で
提
言
・
要
望
を
ま
と
め
る
と
伴

に
、
他
地
域
の
商
工
会
議
所
や
関
連
団
体

と
連
携
し
、積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

３
月
に
は
、
徳
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
徳
島
沖
洲
Ｉ

Ｃ
間
（
４
．
７
㎞
）
が
開
通
。
昨
年
開
通

し
た
徳
島
沖
洲
Ｉ
Ｃ
〜
徳
島
津
田
Ｉ
Ｃ
間

（
２
．
４
㎞
）
と
繋
が
り
、
京
阪
神
方
面

と
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
徳
島
南
部
自
動
車
道
・

阿
南
安
芸
自
動
車
道
等
建
設
促
進
に
関
し

て
、
四
国
は
ひ
と
つ
〝
阿
波
の
み
ち
〞
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
・
小
松
島
商

工
会
議
所
等
と
連
携
・
協
働
し
て
徳
島
Ｉ

Ｃ
〜
阿
南
Ｉ
Ｃ
間
の
一
日
も
早
い
開
通
に

向
け
、
要
望
・
提
言
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。「
徳
島
東
部
都
市
計
画
見
直
し
」

に
関
し
て
は
、
公
聴
会
に
私
は
じ
め
10
名

が
出
席
し
、
当
所
の
意
見
と
し
て
３
点
意

見
陳
述
し
ま
し
た
。
８
月
に
は
「
四
国
の

右
下
活
性
化
会
議
」
を
開
催
し
、
１
市
４

町
の
観
光
振
興
・
農
業
生
産
物
の
移
出
輸

出
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
時
に
お
け
る

防
災
活
動
な
ど
、
四
国
東
部
エ
リ
ア
一
体

と
な
っ
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
社
会
イ

ン
フ
ラ
整
備
特
別
委
員
会
と
橘
港
グ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会
合
同
で
〝

次
世
代
阿
南
〞
を
一
緒
に
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ま
た
、
若
者
定
住
促

進
委
員
会
は
、
阿
南
市
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
事
業
基
金
を
活
用
し
定
住
を
促
進
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所
は
、
地
域
に
密
着
し
た
唯

一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、「
地
域
活

性
」
と
「
企
業
の
活
力
強
化
」
と
い
う
普

遍
的
な
使
命
が
あ
り
ま
す
。
本
年
も
、
こ

の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、「
地
域
活
性
」

に
つ
い
て
は
、
若
者
の
定
住
雇
用
促
進
・

高
速
道
路
等
建
設
促
進
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
整
備
促
進
、
ま

た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波

や
、
恒
常
化
し
た
台
風
・
集
中
豪
雨
に
よ

る
那
賀
川
水
系
を
始
め
と
す
る
、
中
小
河

川
の
洪
水
や
氾
濫
に
対
す
る
防
災
・
減
災

対
策
、
那
賀
川
の
水
資
源
確
保
対
策
等
に

つ
い
て
、
各
部
会
・
各
委
員
会
活
動
で
調

査
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
も
と

に
、
国
・
県
・
市
・
関
係
機
関
等
へ
政
策

提
言
や
そ
の
具
現
化
の
た
め
、
要
望
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
経
営
支
援
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
緩
和
支
援
を
始
め
、
経
営
支
援
、
記

帳
税
務
支
援
、
国
・
県
等
の
補
助
金
・
助

成
制
度
の
活
用
支
援
等
に
加
え
、
雇
用
対

策
や
人
材
育
成
支
援
を
さ
ら
に
強
化
し
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
対

応
し
て
中
小
商
工
業
者
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
支
援
を
、
積
極
的
に
展
開
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様

に
は
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

ご
健
勝
で
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

　

平
素
は
青
年
部
活
動
に
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、
青
年

経
済
人
と
し
て
、
地
域
の
商
工
業
発
展
に

寄
与
で
き
る
よ
う
、
日
々
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
阿
南
の
自
然
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
、
人
口
減
少

の
課
題
解
決
に
伴
う
婚
活
事
業
、
３
６
５

日
24
時
間
の
認
定
保
育
の
政
策
提
言
、
女

性
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
事
業
な
ど
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
が
出
来
た
の
も
阿
南

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
ご
協
力
と
関
係
者
様

の
ご
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
任
期
も
残
り
３
ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
。
青
年
部
の
事
業
活
動
が
、
阿
南
市

内
の
全
て
の
企
業
発
展
に
繋
が
る
よ
う
、

そ
し
て
そ
れ
が
阿
南
市
の
地
域
活
性
に
繋

が
る
よ
う
、
高
み
を
目
指
し
て
最
後
の
最

後
ま
で
全
力
で
走
り
続
け
ま
す
。
今
後
と

も
阿
南
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
活
動
に

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

阿南商工会議所

兼松　功会頭

阿南商工会議所青年部

岡本忠晃会長

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
地
域
と
と
も
に
、
未
来
を
創
る
」
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

２
０
２
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
は
じ
め
に
）

　

私
は
、昨
年
11
月
の
会
頭
就
任
時
に「
日

本
再
生
・
変
革
に
挑
む
」
と
し
た
所
信
を

表
明
し
、「
変
革
の
連
鎖
」
に
よ
っ
て
日

本
再
生
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
全
身
全
霊

を
傾
け
る
こ
と
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
誓
い

ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
後
、全
国
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
や
都
内
の
中

小
企
業
経
営
者
と
対
話
す
る
機
会
を
得

て
、「
現
場
主
義
」
と
「
双
方
向
主
義
」

を
継
承
・
徹
底
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は
、
今
年
も
一
丸

と
な
っ
て
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
声
を
適
切

に
政
策
提
言
や
事
業
活
動
に
生
か
し
つ

つ
、
地
域
経
済
、
日
本
経
済
の
発
展
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
当
事
者
意
識
を
持
ち
自
己
変
革
を
）

　

さ
て
、
わ
が
国
は
、
過
去
20
年
以
上
に

わ
た
り
物
価
、
賃
金
、
生
産
性
が
ほ
ぼ
横

ば
い
と
い
う
停
滞
が
続
き
、
先
進
諸
国
に

比
し
て
相
対
的
に
競
争
力
は
低
下
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、昨
年
、コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
世
界
的
な

イ
ン
フ
レ
な
ど
、
大
き
な
環
境
変
化
が

次
々
と
押
し
寄
せ
、
極
め
て
予
測
困
難
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
環
境
変
化

に
対
応
し
つ
つ
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
社
会
保
障
費
の
拡
大
、
財
政
赤
字
、

人
手
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
さ
ら
に

は
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
な
ど
の
構
造
的
課
題
に
わ
が

国
が
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
成
長
軌
道
に

戻
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
年
に
な
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
足
元
で
は
、
複
合
的

な
要
因
に
よ
る
物
価
上
昇
・
円
安
の
影
響

で
中
小
企
業
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
、
企
業
が
成
長
の

原
動
力
で
あ
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持

ち
、
現
実
を
直
視
し
、
果
敢
に
自
己
変
革

に
挑
ま
な
け
れ
ば
、
こ
の
時
代
を
生
き
抜

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
渋
沢

栄
一
翁
の
「
逆
境
の
時
こ
そ
、
力
を
尽
く

す
」
と
い
う
信
念
に
学
び
、
企
業
経
営
者

が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
経
営
者
の
責
務
は
、
経
済
価
値
、

社
会
価
値
、
環
境
価
値
の
三
つ
を
同
時
に

追
求
す
る
こ
と
、
即
ち
社
会
に
責
任
を
持

ち
、貢
献
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
は
、
変
化
に
対
す
る
柔
軟
な
対

応
力
を
有
し
て
お
り
、
経
営
者
と
現
場
の

距
離
も
近
く
、
経
営
者
の
理
念
を
共
有
し

や
す
い
土
壌
が
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業
こ

そ
が
自
己
変
革
と
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献

の
主
役
で
あ
り
、
日
商
の
会
頭
と
し
て
、

私
が
先
頭
に
立
っ
て
自
己
変
革
に
挑
戦
す

る
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と

付
加
価
値
向
上
を
通
じ
た
成
長
を
支
援
、

大
企
業
と
中
小
企
業
が
共
存
共
栄
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
企
業
の
挑
戦
を
支
え
る
環
境
整
備
を
）

　

一
方
、
政
府
の
重
要
な
役
割
は
、
企
業

の
挑
戦
を
支
え
る
た
め
の
環
境
整
備
に
あ

り
ま
す
。
特
に
「
民
間
投
資
の
強
力
な
推

進
」「
持
続
的
に
賃
上
げ
で
き
る
環
境
整

備
」「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
と

経
済
安
全
保
障
」「
多
様
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
国
づ
く
り
」
の
四
つ
の
対
応
を
政

府
に
は
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
資
源
を

持
た
な
い
わ
が
国
が
持
続
的
に
成
長
す
る

た
め
に
は
、
競
争
力
の
あ
る
「
科
学
技
術

創
造
立
国
」
と
し
て
の
地
位
の
確
立
を
目

指
し
、
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
新
た
な

産
業
分
野
へ
投
資
を
強
力
に
促
進
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

政
府
は
、
新
し
い
資
本
主
義
の
重
点
投
資

４
分
野
に
お
け
る
官
民
の
適
切
な
役
割
分

担
、
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
図
り
、
企

業
の
成
長
期
待
を
高
め
る
と
と
も
に
、
十

分
な
規
模
の
政
府
支
出
、
税
制
、
民
間
投

資
を
促
す
大
胆
な
規
制
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
安
定
供
給

の
確
保
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、Ｇ
Ｘ
の

活
用
や
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
政
府
が
前
面
に
立
っ
て
推
進
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業

が
賃
上
げ
で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
て
、

取
引
価
格
の
適
正
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
等
、
生
産
性
向
上
へ
の
支
援
強
化
が
必

要
で
す
。生
産
拠
点
の
国
内
回
帰
を
含
め
、

多
様
化
す
る
供
給
網
の
整
備
も
急
務
で
あ

り
、
企
業
の
予
見
性
を
高
め
、
自
由
な
経

済
活
動
を
阻
害
し
な
い
経
済
安
全
保
障
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
志
を
高
く
、
新
時
代
を
切
り
拓
く
商
工

会
議
所
に
）

　

商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
地
域
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
こ
う
し
た
課
題
や
変
化
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
察
知
し
、
商
工
会
議
所
自
ら
も
変

化
に
対
応
で
き
る
強
い
足
腰
を
鍛
え
、「
中

小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
・
成
長

支
援
」「
大
企
業
と
中
小
企
業
の
共
栄
共

存
の
実
現
」「
人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の

創
造
」
の
３
本
柱
の
実
現
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
日
本
商
工
会
議
所
は
100
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
次
の
100
年
に
向
け
て
、
本

年
が
、「
日
本
再
生
・
変
革
に
挑
む
」
た

め
の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
る

よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
し
て

い
く
組
織
、
志
を
高
く
、
新
し
い
時
代
を

切
り
拓
い
て
い
く
組
織
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
上
に
物
価
上
昇
と
な
り
、
経
営

に
も
相
当
な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
困
惑
し

た
ご
時
世
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
女
性
会
は
こ
の
よ
う
な
中
で
、

日
本
商
工
会
議
所
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地
域

と
共
に
未
来
を
創
る
」
を
基
軸
と
し
て
、

「
私
た
ち
に
で
き
る
事
」
を
合
言
葉
に
「
ご

み
ゼ
ロ
大
作
戦
」・「
緑
の
カ
ー
テ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」・
新
た
に
環
境
問
題
を
考
え

る
「
紙
芝
居
制
作
」・
国
土
交
通
省
那
賀

川
河
川
事
務
所
で
の
「
に
げ
お
く
れ
ゼ
ロ

セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
等
、
ま
ず
は
身
近
な

『
地
球
環
境
を
守
る
』『
命
を
守
る
』
事
業

を
実
施
し
、
自
分
た
ち
の
住
む
街
「
阿
南

市
」
の
一
層
の
発
展
に
願
い
を
込
め
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
四
国
遍
路
道
世
界
遺
産

登
録
推
進
事
業
の
活
動
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年

も
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
社

業
の
発
展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

「
日
本
再
生
・
変
革
に
挑
む

　
〜
志
を
高
く
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
〜
」

日本商工会議所

小林　健会頭

阿南商工会議所女性会

町田哲子会長
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会頭

兼松　　功
株式会社アイテイスト

代表取締役

副会頭

清原　裕登
副会頭

徳島県南メディアネットワーク㈱
代表取締役

篠原　明広
副会頭

阿南商工会議所
森　　活也
株式会社ワンダー
代表取締役

松浦　浩二
有限会社松浦建設
代表取締役

粟谷　圭吾
常議員

日亜化学工業株式会社
取締役

総合部門副部門長　管理本部長

顧問

王子製紙㈱富岡工場
執行役員 工場長

岩浅　睦生
常議員

岩浅印刷所
代表者

岩浅　良治
常議員

株式会社ドバシ
代表取締役

榎本　眞之
常議員

㈲イーノカンパニー
代表取締役

岡澤　　智
常議員

阿波製紙㈱阿南事業所
取締役上席執行役員

岡澤　孝浩
常議員

有限会社紅葉屋
代表取締役

岡本　忠晃
常議員

メナード化粧品長生代理店
代表者

清原　季英
常議員

㈱徳島大正銀行阿南支店
支店長

児玉　二郎
常議員

王子製紙㈱富岡工場
事務部長

坂田　寛行
常議員

㈱阿波銀行阿南支店
執行役員支店長

篠野　忠弘
常議員

篠野海運株式会社
代表取締役

四宮　　浩
常議員

有限会社みやひろ
代表取締役

新野　哲朗
常議員

新野木材株式会社
代表取締役

武田　仁志
常議員

有限会社ウッディ̶ワン
代表取締役

常議員常議員

西田　祥典
株式会社西田企画
代表取締役

平野　惣吉
株式会社平惣
代表取締役

藤崎　耕治
常議員

株式会社ＧＦ
代表取締役

阿南商工会議所　役員・議員一同

専務理事

櫛引　理伸

星場　俊之
常議員

株式会社岡部機械工業
代表取締役

村田　浩司
常議員

八重川海運株式会社
監査役

謹賀新年
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八木　健造
常議員

八木建設株式会社
代表取締役

安井　弘文
常議員

四国電力㈱徳島支店 営業部阿南営業所
所長

湯浅　恭介
常議員 常議員

志満や運送株式会社
代表取締役

横手晋一郎
常議員

阿南生コンクリート工業㈱
代表取締役

若木　康正
常議員

若木機工有限会社
代表取締役

長岡　雅之
監事

牟岐線通運株式会社
常務取締役

徳弘　裕二
監事

㈱四国銀行阿南支店
支店長

谷口　順二
監事

日電徳島株式会社
代表取締役

青木　　晃
議員

葵建設株式会社
代表取締役

青木　孝憲
議員

有限会社青木産業
代表取締役

池添　恭弘
議員

㈱橘コーポレーション
代表取締役

石川　高義
議員

石川木産
代表者

今治　広行
議員

株式会社いまじ
代表取締役

岩城　由美
議員

医療法人翠松会岩城クリニック
経営企画室長

江本　憲市
議員

江本食品有限会社
代表取締役

遠藤　昌博
議員

㈲リフレッシュ阿南
専務取締役

大上　善弘
議員

㈱保険パートナーまごころ
代表取締役

大栗　克俊
議員

株式会社シナジーテック
代表取締役

大津　裕哉
議員

有限会社大津屋
代表取締役

議員

岡久　喜寛
有限会社岡久運送
代表取締役

議員

小川　義宏
議員

小川塗装
代表者

議員

片山　　毅
太陽高速印刷有限会社

代表取締役

佐々木一成
議員

佐々木運輸機工有限会社
代表取締役

河内　志郎
桜マテリアル株式会社

取締役会長

山田　隆治
大隆精機株式会社
代表取締役
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佐竹　義治
議員

阿南信用金庫
理事長

篠原　好貴
議員

㈱マザーアースエンタテインメント
代表取締役

四宮　　仁
議員

宮和海運株式会社
代表取締役

柴山　益男
議員

J-POWERジェネレーションサービス㈱
橘湾火力運営事業所長

島村　敏明
議員

島村建設株式会社
代表取締役

竹内　　正
議員

有限会社竹内水産
代表取締役

田中　幹夫
議員

倉敷紡績㈱徳島工場
工場長

谷　　章次
議員

加茂谷運送株式会社
代表取締役

虎尾　武俊
議員

虎尾商事有限会社
代表取締役

西尾　清明
議員

新日本電工㈱徳島工場
執行役員徳島工場長

新居　洋子
議員

株式会社ニイバイオ
代表取締役

西岡　　章
議員

西部木工
代表者

新田　秋宏
議員

有限会社まるす
専務取締役

西岡恵美子
議員

有限会社徳島中央観光
取締役

原　　芳和
議員

株式会社原建材店
代表取締役

松岡　　晃
議員

代表取締役

平尾　奎人
議員

株式会社日誠産業
取締役

古里　健一
議員

古里社会保険労務士事務所
代表者

撫中　大輔
議員

末廣海運株式会社
代表取締役

森本　則明
議員

株式会社八千代組
代表取締役

阿南商工会議所　役員・議員一同謹賀新年

鳥海　勇二
議員

鳥海印刷有限会社
代表取締役

中飯　賀業
議員

中飯賀業建築研究所
代表者

中西　一浩
議員

中西鉄工有限会社
代表取締役

町田　哲子
議員

有限会社料亭まちだ
監査役

福井七五三夫
議員

鳳建設株式会社
代表取締役

ソルベイ・スペシャルケム・ジャパン㈱
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未知フォーラム2022in阿南　～未来へつなごう！道・ひと・地域～

２０年・２０回! ３年ぶりの有観客で開催!!
　四国はひとつ“阿波のみち”女性フォーラム実行委員会（新居洋子実行委員
長）の活動も、皆様方のご支援を賜りながら20年を迎えました。今年は20回
目のフォーラムという節目になることから、コロナ感染対策をしながら、国会
議員をはじめ、国土交通省・徳島県・NEXCO西日本・市町村首長・議会、各団体
の約150名の方々にご臨席賜り、3年ぶりの有観客で「未知フォーム2022in
阿南」を盛大に開催しました。皆様方のご支援・ご協力に感謝申しあげます。
　今回（2022年10月22日開催）及び過去のフォーラムは、YouTubeで視聴
できますので、是非ご覧ください。

四国はひとつ 道は８の字 四国の未来は無限大∞

YouTube 未知フォーラム 検索

柳本　義雄
議員

株式会社ベルフォーレ
代表取締役

山本　史夫
議員

大和観光株式会社
代表取締役

横手　光晴
議員

光晴汽船株式会社
代表取締役

吉岡　陽子
議員

美原工業株式会社
代表取締役

山本　隆司
議員

琴江商店
代表者

　

令
和
４
年
12
月
８
日
、
徳
島
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
52
回
県

連
議
員
大
会
が
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
を

は
じ
め
多
数
の
来
賓
の
方
々
が
臨
席
さ

れ
、
県
内
６
商
工
会
議
所
役
員
・
議
員

約
１
０
０
名
が
出
席
し
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
徳
島
県
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
活
力
強
化
集
会
の
決
議
事
項

（
案
）
と
し
て
、
１
．
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
活
力
強
化
に
つ
い
て
、
２
．

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い

て　

３
．
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
対
策
並
び
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
推
進
に
つ
い
て　

４
．
脱
炭
素
社
会

実
施
に
つ
い
て
の
４
項
目
の
要
望
書

（
案
）
を
当
所
兼
松
会
頭
が
発
表
し
、
採

択
さ
れ
た
。
な
お
、
要
望
先
に
つ
い
て

は
一
任
す
る
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
事
業
成
果
報
告

会
で
は
、
徳
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部

連
合
会　

岡
本
会
長
（
阿
南
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

長
）
が
、
令
和
４
年
度
活
動
報
告
を
、

当
所
野
村
経
営
指
導
員
が
「
ま
ち
ゼ
ミ
」

か
ら
拡
が
る
三
方
よ
し
の
ま
ち
づ
く
り

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
飯
泉
知
事
よ
り

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

「
第
　
回
徳
島
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
」

　
　
　
兼
松
会
頭
が
意
見
発
表
！

52
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0120-22-0126

新春の会議・ご会食

消費者協会だより
　今年度の活動として10月14日、阿南警察署と合同で特殊詐欺被害防止
キャンペーンをフジグラン阿南店前で、10月28日には食品ロス削減キャン
ペーンをキョ－エイアピカ店において啓発活動を行いました。
　また視察見学では11月4日、最先端の免震構造で造られた北島町にある
徳島新聞印刷センタ－で最新設備によって新聞が印刷されている様子を見
学しました。

R4・10/22 ～ R4・12/13

patisserie AYA

代表／露本　綾子  【菓子製造業】
阿南市那賀川町小延182-4
TEL:080-5638-2273

心を満たすお菓子を届けます！
宮城進学塾

代表／宮城　誠司  【サービス業】
阿南市学原町居内33-3
TEL：080-1944-2822

中学・高校・大学受験
すべておまかせください！

※尚、上記掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、ご紹介してお
ります。当商工会議所では、組織基盤の強化を図るため会員の募集をしております。お知
り合い、お取引先などで未加入の事業所・団体がございましたら、是非この機会にご紹介
頂けますようお願い申しあげます。 

ご加入ありがとうございました!

　

阿
南
の
秋
ま
つ
り
が
11
月
12
日
（
土
）、

牛
岐
城
趾
公
園
を
中
心
に
富
岡
商
店
街
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
７
月
末
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
拡
大
に
よ
り
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
規
模
は
縮
小
し
た
も
の

の
、〝
阿
南
の
秋
ま
つ
り
〞
と
し
て
盛
況

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
牛
岐
城
趾
公
園
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
富
岡
小
学

校
金
管
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
ク
ラ
ブ
が
見
事
な

演
奏
と
演
舞
を
披
露
、
続
い
て
行
わ
れ
た

阿
南
、秋
の
祭
典
!!

阿
波
踊
り
競
演
大
会
で
は
、
市
内
外
か
ら

参
加
し
た
10
連
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を

十
分
発
揮
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
踊
り
で

会
場
に
詰
め
掛
け
た
来
場
者
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
１
５
０
０
発
の
花
火
が

打
ち
上
げ
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト

が
相
次
い
で
中
止
に
な
る
中
、
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
阿
南
の
秋
ま
つ
り
に
は

２
万
８
０
０
０
人
の
来
場
者
（
主
催
者
発

表
）
が
訪
れ
、
久
々
の
祭
り
気
分
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
・
13
日
に
開
催
し
た
〝

あ
な
ん
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
２
〞

は
、
初
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た

が
・
２
日
目
は
雨
天
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で

き
る
素
敵
な
店
舗
が
出
店
し
２
日
間

で
延
１
３
３
ブ
ー
ス
軒
を
連
ね
、
出

店
者
と
お
客
様
が
会
話
を
楽
し
み
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
高
校
生
の
実
行
委
員
８
名

が
、
３
カ
月
前
か
ら
企
画
運
営
に
参

加
い
た
だ
き
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
自
分
達
が
で
き
る
企
画
を
考
え

て
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
延
べ
66
名
参
加
、
お

蔭
で
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
元
気
な
姿

に
励
ま
さ
れ
、
来
場
い
た
だ
く
お
客

様
か
ら
も
、「
高
校
生
が
頑
張
っ
て

街
を
盛
り
上
げ
て
い
る
」
と
多
く
の

方
々
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

阿
南
の
秋
ま
つ
り
開
催

地
域
の
魅
力
!!
　
若
者
の
力
が
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る
！

あ
な
ん
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
２
開
催

　

こ
の
度
の
あ
な
ん
ま
ち
マ
ル
シ
ェ

は
、
地
元
企
業
や
沢
山
の
人
と
人
と

の
連
携
に
よ
り
、
多
く
の
ご
支
援
と

ご
協
力
の
お
陰
で
無
事
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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福利厚生制度にご活用いただけます!

【お問い合わせ】
阿南商工会議所　　　　　　　　　　　　　☎ 0884-22-2301
引受保険会社  : アクサ生命保険㈱徳島営業所　☎ 088-625-8679

▶
月
々
の
掛
金

▶
１
口
加
入
の
場
合
の
保
障
内
容

保 険 年 齢

死
亡

高
度
障
害

入
院
・
治
療

日
帰
り
入
院
か
ら
保
障

性 別 1 口
男 性
女 性
男 性
女 性
男 性
女 性

15歳～60歳 1,400円
3,600円

2,242円
1,600円
2,935円
1,850円

500万円

100万円

500万円

100万円

10万円

4万円

2万円
61歳～65歳

66歳～70歳

不慮の事故による死亡〈死亡保険金+災害保険金〉

不慮の事故による高度障害
〈高度障害保険金+災害高度障害保険金〉

不慮の事故による入院
〈入院給付金〉（1日以上60日限度）

6大生活習慣病による入院
〈6大生活習慣病入院一時金〉（1年に1回限度）

ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を
受けたとき〈ガン先進医療一時金〉

上記以外の事由による死亡〈死亡保険金〉

傷害または疾病による高度障害〈高度障害保険金〉

ガンによる入院〈ガン入院一時金〉（1年に1回限度）

1日につき

＊ご加入にあたっては、パンフレット・重要事項説明書
　（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

すだち共済
入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付 定期保険（団体型）
+徳島県商工会議所連合会独自の給付制度
　（見舞金・祝金（品）制度）

★2020年４月以降の連続する６か月間の内、任意の３か月間
の合計売上高が、コロナ以前（2019年又は2020年1～3
月）の同３か月の合計売上高と比較して10%以上減少して
いること。

★事業計画を認定経営革新等支援機関（金融機関等）と策定
し、一体となって事業再構築に取り組む。
★補助事業終了後3～5年で付加価値額の年率平均3.0%(一
部5.0%)以上増加、従業員一人当たり付加価値額の年率平
均3.0%(一部5.0%)以上増加の達成。

申請要件

対象者

補助率

採択率

締切日

補助
上限額

対象となる
取り組み

・当所には、初めて申請書を作成する方などのために、両補助金の記入例
付のガイドブックがございます。また作成と申請に向け専門家 ( 中小企業
診断士 )とご面談頂くこともできます。(4時間まで )

・ご希望の方は、中小企業相談所
　（TEL:22-2301）までお問い合せ下さい。

商業・サービス業 : ５人以下
製造業・宿泊娯楽業・その他 : ２０人以下の小規模事業者

補助対象経費の2/3以内
( 賃金引き上げ枠の赤字事業者については3/4)

( 一般枠 )５０万円　(インボイス枠 )１００万円
(卒業枠・創業枠・賃金引上げ枠・後継者支援枠 )２００万円

★第11回 2023年 2月20日
注：申請に当たって旧阿南市に事業所がある方は、阿南商工会
　　議所での確認が必要です

★販促用チラシの作成・配布、マスコミやウェブ広告、看板設置、
　販促品の調達
★集客力を高めるための店舗改装、ネット販売システム構築、
　商談会や見本市への出展
★新商品開発や生産性向上のための機械の導入 など

小売業 : ５０人以下
卸売業・サービス業 : １００人以下
製造業・建設業・運輸業：３００人以下の中小企業・小規模事業者

中小企業2/3・中堅企業1/2

１００万円～８,０００万円 (従業員数等により異なります )

★第８回 2023年 1月13日 ( 金 )
注：申請は電子申請のみとなります

★新分野展開：新たな製品で新たな市場に進出
★事業転換：主な「事業」を転換
★業種転換：主な「業種」を転換
★業態転換：製造・提供方法を変更
★事業再編：会社法上の組織再編行為等＋上記のいずれか
　　　　　　(注：上記以外にも要件がございます。)

小規模事業者持続化補助金
（販路開拓・生産性向上を目指す小規模事業者の皆様）

事業再構築補助金
（事業再構築で業績回復と発展を目指す中小企業等の皆様）

64％（第9回：9月20日締切分） 51％（第7回：10月 5日締切分）

注：申請は電子申請のみとなります。

徳島県独自の支援金制度創設！

徳島県物価高騰対策応援金
長期化する原油・原材料価格の高騰の影響緩和を図り、徳島県内の中小・小規模事業者・
個人事業者の皆様の事業の継続を支援するため、県独自の支援金制度を創設しました。

支　給　額（定　額）

申　請　受　付　期　間

令和４年１２月５日（月）～令和５年２月２８日（火）

お問合わせ先

徳島県物価高騰対策応援金コールセンター　

電話：088-602-1261
受付期間
午前９時から午後５時まで

ホームぺージ 

   

https://tokushima-bukkataisakuouenkin.jp/

２０万円 法人 １０万円 個人

今すぐ

申請可能！

「売上要件」と「営業利益要件」を選択できる制度へ！

土・日・祝
含む

 対象月の仕入原価等 (※) が、基準期間の任意の同じ月の仕入原価等と
　 比較して増加しており、 
　 かつ、営業利益（売上高 ― 仕入原価等）が30％以上減少している事業者
　(※) 仕入原価等＝仕入原価＋光熱水費＋燃料費

1

対象月の売上金額が、基準期間の任意の同じ月の売上金額と比較して、
30％以上減少していること2

▶ 県内に事業所を有する中小法人、個人事業者（フリーランスの方を含む）
▶ 応援金受給後も「事業継続の意思」を有すること

●対  象  月　令和  4 年 4 月～令和  4 年 11 月のいずれかの月
●基準期間　平成 31年 4月～令和元年 11 月
　　　　　　令和  2 年 4 月～令和  2 年 11 月
　　　　　　令和  3 年 4 月～令和  3 年 11 月のいずれかの期間

支援機関が申請を

無料でお手伝い！

上記　  または　  の要件に該当する場合は申請できます。1 2
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那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

那
賀
川
流
域
の
住
民
が
音
楽
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
る
源
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
毎
年
秋

に
開
い
て
い
ま
す
。今
年
で
13
回
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
は
上
流
の
源
流

近
く
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
、「
特
別
編
・
水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト
」と

銘
打
っ
て
、
11
月
20
日（
日
）那
賀
町
和
食

郷
道
の
駅「
鷲
の
里
」南
側
河
川
敷
特
設
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
週
間
天
気
予
報
で
は
、
小
雨
模

様
の
予
報
で
し
た
が
、予
報
が
外
れ
、開
始

時
に
は
太
陽
が
顔
を
出
し
好
天
に
恵
ま

れ
、
紅
葉
し
た
落
ち
葉
が
舞
う
自
然
の
な

か
で
の
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。12
組
約

40
人
の
方
に
出
演
頂
き
、
約
１
５
０
人
の

方
に
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
初
に
主
催
者
の
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
中
村
貴
志
会
長
、
ゆ
き
か
う

那
賀
川
推
進
会
議
の
安
永
一
夫
事
務
局

長
、
来
賓
の
那
賀
町
峯
田
繁
廣
副
町
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
の
開
始
に
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
小
学
生
の“

小
さ
な
ピ
ア
ニ
ス

ト
“
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
か
ら
始
ま
り
、

本
年
度
の
阿
波
文
化
創
造
賞
を
受
賞
し
た

山
本
貴
子
さ
ん
の
バ
ル
ト
ー
ク
「
ハ
エ
の

日
記
か
ら
」「
豚
飼
い
の
踊
り
」
な
ど
の
ピ

ア
ノ
演
奏
に
聞
き
ほ
れ
ま
し
た
。大
人
と

子
ど
も
の
連
弾
も
見
事
で
し
た
。

　

ギ
タ
ー
演
奏
の
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
，
四
季
の

し
っ
と
り
と
し
た
弾
き
語
り
は
秋
の
風
情

に
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。オ
カ
リ
ナ
の
ア
マ

ポ
ー
ラ
は
音
楽
が
秋
の
自
然
の
な
か
に
し

み
こ
ん
で
い
く
印
象
で
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。グ
ル
ー
プ
バ
ン
ド
は
那
賀
町
職
員

バ
ン
ド
、サ
ー
テ
ィ
グ
ラ
ス
ボ
ー
イ
ズ
、ス

チ
ー
ル
バ
ン
ド
の
パ
ン
ド
ル
、佐
那
人（
さ

さ
な
び
と
）
の
皆
さ
ん
の
賑
や
か
な
演
奏

で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
の
上
空
を
行
き
交
う
太
龍
寺
の
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
の
乗
客
か
ら
も
手
を
振
っ
て
ご

声
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
演
者
と
観
客
全
員
で
、
童
謡

「
故
郷（
ふ
る
さ
と
）」の
大
合
唱
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ
た
演

奏
と
会
場
の
盛
り
上
が
り
で
予
定
時
間
を

オ
ー
バ
ー
し
お
腹
も
す
き
ま
し
た
が
、
参

加
記
念
品
の
源
流
餅
を
ほ
お
ば
っ
て
空
腹

を
満
た
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。お
餅

も
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
昨
年
、
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
の
な
か
、
や
む
な
く
中
止
し
て
お
り

ま
し
た
が
、感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、
那
賀
川
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
り
ゅ
う
な
」

も
登
場
し
て
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ご
出
演
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
来
場
い

た
だ
い
た
皆
様
、
会
場
設
営
等
御
世
話
に

な
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長 

森
岡
和
美
記
）

出演者全員で記念撮影

主
催
：
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム 

共
催
：
ゆ
き
か
う
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阿南商工会議所会報 ニュー阿南 Vol.31811

代 表 者 ： 程野　健次
創業年月 ： ２０１5年12月２7日
住　　所 ： 阿南市橘町幸野31-7
電話番号 ： 0884-27-1117
営業時間 ： 平日11：00～14：00/17：00～21：00
　　　　　土日祝11：00～21：00

餃子のケンちゃん

　橘町の国道沿いにある中華料理店。外装
に「一品入魂」の文字が躍る店舗からは店主
の思いが込められた雰囲気が伝わります。
　今回は餃子がおススメの「餃子のケンち
ゃん」へ伺いました。店内に入るとすぐに中
華料理店独特の油の良い匂いが漂ってお
り、すぐに食欲を掻き立てられます。店舗の
レイアウトは座席と厨房が近いため、調理
している音や動作を間近で聞いたり、見た
りすることができ、さらに食欲をそそられ
ます。
　店主である程野健次さんは、学生時代か
ら中華料理に携わり、王手の中華料理店に
就職してからも13年間修行しながら腕を磨
きました。以前から「自分の店を持ちたい」
と夢を持っており、就職先で店長を経験し
たことが更にその夢を大きくしていきまし
た。そして独立し、自分の力を試すには、自
身を成長させてくれた土地であり、慣れ親
しんだ橘町に恩返しをしたい気持ちが夢の
実現へと繋がりました。
　おススメはやはり“餃子”。豚ミンチ、キャ
ベツ、ニラ、ニンニク、生姜が抜群のバラン
スで練り込まれた餃子餡は皮から溢れんば
かりたっぷり入っており、食べ応え十分。手
作業で1つ1つ丁寧に包み、こんがり焼きあ
げられ、表面はパリッと仕上がり、中から肉
汁が溢れ出す餃子はまさに“一品入魂”。
　また、餃子以外にもこだわりがあり、中華
料理には欠かせない卵には、「黄金の千寿菊
卵」を使用しています。華やかな風味と鮮や
かな色合いが特徴で、お肌と目に良いと言

われる抗酸化成分ルテインが普通の卵の約
3.8倍も含まれており、栄養も満点！
　セットメニュー等の料金も低価格に設定
されており、お客様には「たくさん食べてほ
しい」という程野さんの思いが込められて
います。
　程野さんは、「子供から大人まで気兼ねな
く集まれる町中華」を目指しています。来店
された方がたくさん食べて満足していただ
くため、今日も一つ一つ魂を込めて餃子を
焼いていました。ごちそうさまでした！

ふなどころ阿南まちづくり協議会

入学願書出願先

内燃機関六級海技士(機関)第一種短期養成科
募　 集　 期　 間

訓 練 実 施 期 間

訓 練 実 施 場 所

定　　　員

選　考　試　験　日

一般財団法人 尾道海技学院　尾道海技大学校
広島県尾道市栗原東2-18-43住所

電話 0848-37-8111 FAX 0848-37-8110

onomichi@marine-techno.or.jp

2023年1月6日金～2月27日月
2023年3月3日金
2023年4月11日火～9月20日水（予定）
阿南市商工業振興センター（徳島県阿南市）

12名

－徳島阿南校－

※最小催行人数に満たない場合は中止する場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で講習を中止する場合があります。

（合格発表3月8日）
※募集期間及び選考試験後も特例による選考試験有り

内燃機関
六級海技士

徳島阿南校

機
関
科

短期養成科

募集!募集!

機関長への

道が開け
ます!

阿南市独自
の就職

祝金制度あ
り!!

（養成科）

餃子のケンち
ゃん餃子に込め

られた思い
・・・

小さな店が輝く時

ケンちゃんのラーメンおすす
め

商 品
!

　12月３日（土）、阿南カントリークラブにおいて第11回親睦ゴ
ルフコンペを開催しました。
　ふなどころ会員の他に協議会活動に協力いただいている企
業の方々にも多く参加していただき、47名が親睦を深めました。

　３年ぶりとなる「第4回海のおしごとＰＲイベント」を11月12
日（土）、牛岐城趾公園展示室で実施しました。
　イベントでは、船の上からしか見えない景色の写真や内航海
運の仕事内容などを展示し、約
250名の来場者に、海や船の魅
力を発信するとともに、子供た
ちにも楽しんでもらえるガラ
ガラ抽選なども行いました。今
後も内航海運の認知度向上に
向けて活動してまいります。

第11回 親睦ゴルフコンペ開催

第4回 海のおしごとPRイベント開催



〈表紙イラスト・文〉羽尻利門（はじりとしかど）プロフィール
絵本作家阿南市見能林町在住。1980年兵庫県に生まれ、主な作品に、『夏がきた』（あすなろ書房）『ごめんなさい』（ポプラ社）、
『あいつとぼく』（ＰＨＰ研究所）など多数。日本児童出版美術家連盟会員。ホームページ　http://hajiritoshikado.com

YMCA ピンクシャツデー ����年�月��日（水）
ピンクシャツデーは、実話から誕生したカナダ生まれのいじめ反対
運動です。ピンクシャツを着たりピンク色のものを身につけること
で「いじめ反対」の意思表示をする日です。

阿南商工会議所はYMCAピンクシャツデーに協賛しています。
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「回復する力」、「跳ね返す力」を学ぶ サービス部会

■日 時 :
■場 所 :
■講 師 :
■定 員 :
■締 切 :

令和5年2月15日（水）１3：００～17：0０
阿南市商工業振興センター2F
アソシエイトゆう 大仲希美子氏
30名
令和５年２月８日（水）

Wikipedia Townイベント開催のお知らせ

■開催日時 :
■開催場所 : 

2023年1月29日（日）
阿南商工会議所

　観光振興委員会では阿南高専と
連携し、1年生約160名を対象にし
た「情報モラルについてウィキメ
ディアを通じて学ぶ」講演会を11
月25日開催した。
　講師はウィキペディア日本語版
管理者のあらいしょうへい氏を招
き、高専の学生たちはインターネット上への書き込みはどのようにして
行うべきものなのか、注意すべき点などの情報モラルについてイン
ターネット百科事典“ウィキペディア”を通じて学んだ。
　講演では、インターネット上に書
き込む際、客観的事実をしっかりと
掴んだ上で行うことが重要と伝え、
グループで客観的事実を掴むワー
クを行い、情報モラルの重要さを
学生たちに伝えた。

光のまちステーションプラザ 1月17日㈫～1月29日㈰
和布で綴る

●創ったものを見てもらいたい。グループ活動の記念に
　無料で２週間場所をお貸しします。

●教室の宣伝や作り方を教えたいが場所がない方に
　1日無料で場所をお貸しします。

展

示

※展示初日は12 時から。最終日は展示入れ替えの為
　午後３時までには終了します。

阿波踊り活竹人形作り体験常時開催中

主催 /小谷　万里子
和布を用いたパッチワーク小物等
の展示です。下手の横好きでお恥
ずかしいですが、ご覧ください。
　　　　　 　　　　展示数30点

1月31日㈫～2月12日㈰

主催 /尾崎
水彩画の好きな仲間達が楽しく
おしゃべりしながら描いた小作
品展です。絵画に興味がある方
は、ご覧いただけたら嬉しいで
す。　　　　　　展示数25点

2月14日㈫～2月26日㈰
祝プロ野球選手誕生 森山 暁生投手展

中日ドラゴンズからドラフト3位指
名を受け入団された森山暁生選手
の入団を祝し、ユニホーム等を展示
します。ご覧ください。展示数20点

体

験
参加費3,000円
9名定員　持参物なし
申込締切　1月27日㈮
主催:矢田 益実

1月29日㈰ 13:00～

参加費600円
3名定員　持参物なし
申込締切　2月23日㈭
主催:長尾 祐香

2月25日㈯ 13:00～

主催 /阿南市産業部野球のまち推進課

2月28日㈫～3月12日㈰

食器と一輪挿しを中心に壁にはセラ
ミックアートを展示。 展示数40点

主催 /川島　勲
お申込み・お問合せは☎0884-24-3141

光のまちステーションプラザ

令和5年 1・2月の催しのご案内
展示会・体験会　開催希望者募集中

水彩仲間の作品展

参加費2,500円　5名定員
持参物  手芸用ハサミ(布が切れるもの) 
申込締切　2月24日㈮
主催:つまみ細工専門店 うらら花

2月26日㈰ 13:30～
つまみ細工で作るうさぎの雛人形

困難な状況に立ち向かう強さだけではなく、物事を柔軟に受け止め
る考え方や、自らメンタルを立て直し折れない心を育てる方法を学
びましょう。

●Wikipedia Town in ANAN 開催のお知らせ

※お申込みは右記QRコードを読み取ってください。

 レジリエンス研修困難に立ち向かう！
逆境を乗り越える！ 

10時～17時

ペーパーフラワーを作りましょうガラスドームアレンジを作りましょう

陶器&セラミックアート

徳島県 最低賃金855円

〔お問い合わせ先〕
徳島労働局労働基準部賃金室（TEL088-652-9165）

時間額

令和4年 10月 6日から適用

♢造作材・合板・建築用組立材料製造業 876円（現行どおり）
♢はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 977円
　（令和4年12月21日から適用）
♢電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製
　造業 942円（令和4年12月21日から適用）

特定最低賃金

確認しましょう！ 最低賃金

長生・大野・加茂谷
津乃峰・大潟
富岡及び周辺・その他
橘・その他
福井・椿・椿泊
新野
桑野・山口

１月19日（木）
１月20日（金）
１月23日（月）～２月6日（金）※土日除く
２月 ７ 日（火）
２月 8 日（水）
２月 9 日（木）
２月10日（金）

青色申告決算個別指導会

〇お問い合わせ　阿南商工会議所 TEL：0884-22-2301

■開催場所 阿南商工会議所　■開催時間 9：30～

　新型コロナウイルス感染症のため、公民館等での実施は致しま
せん。 地区ごとに阿南商工会議所で行います。

令和4年度
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